
 

平成２８年度大阪府立池田北高等学校 第２回学校協議会記録（概要） 

 

１ 日 時： 平成２８年１１月１１日（金） 午前１０時～午前１１時３０分 

２ 場 所： 大阪府立池田北高等学校 校長室 

３ 協議会委員： 

 ① 協議会委員（委嘱委員）                      〈敬称略〉 

会 長 木村 寛仁 大阪音楽大学 音楽学部 教授 学識経験者 

会長代行 西留 清信 池田市立ほそごう学園 学園長 学識経験者 

 西村  章 池田市立児童館 館長 地域の住民 

 野村 剛志 大阪府立池田北高等学校同窓会会長  その他関係者 

 堀田  守 阪急田園バス株式会社 伏尾台支社長  その他関係者 

 玉井 洋美 大阪府立池田北高等学校 PTA会長  保護者代表 

 ② 事務局員（校内出席者） 

 校    長  若林 智子  事 務 長  東筋 和裕 

 教頭(事務局長)  檜山 泰範○欠  首   席  山本  進 

※記録：首席 

４ 内 容： 

 配付資料の確認 ／ 学校協議会開会 

（１）学校長あいさつ 

（２）協議 

   ① 平成２８年度学校経営計画進捗状況について 

    ②  平成２９年度使用教科用図書採択について 

 ③ 保護者からの意見調査の現状報告について 

    ④ その他 

（３）連絡 

    次回の日程について 

     

５ 協 議： 

① 平成２８年度学校経営計画 進捗状況について 

 ▽校長より 

  ・学校経営計画「３. 本年度の取組内容及び自己評価」より[中期的目標・今年度の 

     重点目標・具体的な取組計画・内容」の部分に、これまでの取組み等の進捗状況を 

    具体的に記載した資料を基に説明をした 

  ・２学年だけになったが、様々な取組みが今のところは成果をあげ、これまでと変 

わりない学校生活を生徒たちが元気に送り、教職員も前向きであると言える 



（委員より） 

  ○生徒と教員の関わりが他校に比べて濃くなり、絆が深まることも生徒にとって財産と

言える 

  ○３年生の現時点での進路状況も概ね良好と感じられる結果であったが、まだ決めきれ 

     ていない生徒が求めている自分の希望とは何なのか・・・前向きなこだわりなら良い 

   が、消去法のような求め方なら心配な気がする 

   －概ね良好に進んでいる学校経営計画ではあるが、「自己肯定感の向上」については 

       校長として取り組めていない現状と判断すると同時に、是非あきらめずにチャレン

ジしたい（＊特に、「ほめ日記」構想） 

  ○「自分のことが好きか」という類の問いかけに、好きだと肯定的に答える割合は、 

   小学校高学年で４～５割、中学校では２割そして高校では3.6％というデータを聞 

   いたことがある。池田北高校ではどのような状況であるのか 

   －自分自身を見つめる内容の調査結果はないが、今後少し形をかえて尋ねてみたい 

       項目と言える 

  ○自分たちの卒業式への積極的な関わりと感じられる動きが３年生に起きているのも 

     嬉しいことに思う 

  ○地域として閉校イベントや学校行事等への協力は惜しまない 

  ○バス利用等ではマナー意識も向上し、最後まで多くの生徒に利用してほしいと願って 

     いる 

○通学のバス利用では、進路変更をしたのか顔を見かけなくなった生徒がいたりする 

     ことで閉校という現状を認識し、寂しく思うことがある 

  ○PTA活動に対して、これまでより早目に動くことと工夫をしていくことで閉校年度に 

向けた対応をしている  －＊平成29年度PTA実行委員を前日（11/10）に決定 

  ○明るく閉じる、という真逆のことをどのように進めていくのか、いつも興味を持って 

     報告を聞いている 

  ○『明るく元気な池北ファイナル』が周りでも実感できている 

 

 ② 平成29年度教科用図書採択について － 採択した見本を実際に見て頂いた 

・教育庁への提出書類に基づき、採択までの経過を説明 

 

 ③ 保護者からの意見調査の現状報告について 

  ・現在のところ、学校協議会に寄せられた意見はなし 

 

 ④ 今後の日程等 

  ○次回学校協議会日程  平成２９年２月２１日（火）午前１０時開会 


